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半ばまで活動した団体である｡ ｢衡平青年前衛同盟事件｣ (1933年１月～
1936年11月) をきっかけに, 衡平社内での解消論が登場し, 1935年４月に
｢大同社｣ へと名称が変わった｡
今までの衡平社または衡平運動に関する研究は, 韓国の歴史の中で最も

























含めて分析を行った｡ 衡平社創立の背景として, 旧 ｢白丁｣ の経済的状況
について分析をした｡
旧 ｢白丁｣ の職業は, 主に屠畜業と食肉販売業, 皮革業である｡ 1909年




進された｡ その結果によって旧 ｢白丁｣ の社会でも, ｢有産白丁｣ とそう
ではない ｢白丁｣ との二分化が促進されたことがわかった｡ また, 衡平社
創立に関わる日本の水平社の影響についても検討した｡
そして, 衡平社と水平社において両社の宣言や綱領, 決議, 運動のポス




衡平運動は, 旧 ｢白丁｣ が ｢奴隷の逆境に処して我々は失った人権｣ を
取り戻すための自由と平等社会をもとめるいわば ｢旧身分解放運動｣ であっ
た｡ 日本の水平運動は, 被差別部落民が奪われてきた ｢生活の権利｣ を取
り戻すための ｢経済の自由と職業の自由｣ を社会に要求する運動であった｡
また, ｢衡平社社則｣ によると衡平社は, 旧 ｢白丁｣ 出身者とは関係な
く誰もが衡平社員に入社できる条件であったが, 水平社は ｢部落民自身の
行動｣ による ｢被差別部落の出身者による運動｣ であった｡
共通点としては, 衡平運動・水平運動の目標は, 人としての ｢自由と平
等の権利｣ を奪われた旧 ｢白丁｣ と被差別部落出身者が, ｢生活の自由｣






衛団 (1925年１月に創立), ②衡平青年会 (1924年３月に創立), ③衡平学





類型は, ①衡平社創立式の妨害, ② ｢不遜な態度｣ ｢不遜な言葉遣い｣, ③
飲酒や喫煙による暴行, ④村の共同事業への参加拒否・共同場所への同席




また, 平民たちは衡平運動が拡大するにつれ, 旧 ｢白丁｣ の社会的地位が
向上することを恐れ, 衡平社創立式の妨害だけではなく, 各地域の青年会
や他の団体との交流を妨害したと推測できる｡
また, 平民たちは衝突・襲撃事件を起こした後, さらに ｢牛肉非買同盟｣
を結成するなどの反衡平運動も行った｡
一方, 衡平社側は反衡平運動が起きると, 本社から事件の調査委員の派














の社会運動家であった｡ ソウル派は旧 ｢白丁｣ 出身の知識人で, 各地域の
旧 ｢白丁｣ 出身者に大きな影響力をもっており, 急進的な性向である｡
三つ目は, 二派の活動方向と内容が異なっていた｡ 穏健な性向である晋
州派の指導者らは ｢白丁｣ の不平等な社会的待遇の改善を主張しながら人

















たのだ｡ この第３回全国大会で, 差別問題, 社員の団結に関する問題, 教
育問題以外にも, 初めて社員の生活問題が取り上げられた｡ そして, 生活
































活動や行動を行った｡ ①本部の移転, ②旧派と新派の指導者間の妥協, ③
新しい綱領・宣言の発表, ④ ｢牛肉価格｣ ｢差別撤廃｣ に関わる各道警察
部への陳情活動である｡
ところが, 日中戦争が勃発する1937年７月から, 大同社は ｢牛皮問題｣
で ｢国策優先｣ を決めることになり, 日本に協力する ｢教化｣, ｢国防献金｣,




｢牛皮販売統制｣ や ｢食肉販売｣ など, 社員の生活に関わる経済的な闘争

































ため, 衡平社と大同社は別の団体として分析する傾向にある｡ また, 大同
社の中央執行委員で, 衡平社の創立メンバーでもある張志弼らの幹部 (旧
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た被差別民 (以下, 本論文に合わせて旧 ｢白丁｣ と呼ぶ) により, 日本支



















































第１章では, まず衡平社創立の背景として旧 ｢白丁｣ の経済的状況につ
いて考察されている｡ 旧 ｢白丁｣ の職業は, 主に屠畜業と食肉販売業, 皮
革業であったが, 皮革業については, 手工業から機械化への発展により経
済的分化が促進された｡ これに関する分析の結果, 旧 ｢白丁｣ の社会では,




















地域に, ソウル派は忠清・全羅道中心の中部地域にあった｡ 第二に, 指導
者層の社会的背景の違いがあげられ, 晋州派の指導者らは ｢白丁｣ 共同体



















しかし, 日中戦争が勃発する1937年７月から, 大同社は ｢牛皮問題｣ で
｢国策優先｣ を決めることになり, 日本に協力する ｢教化｣, ｢国防献金｣,









活をも大きく変容させていったからである｡ それゆえ, 共通点として, 朝






日団体としての評価がなされてきた｡ しかし, 本論文での分析により, 親
日行為の裏には当時の衡平社員, 大同社員において, 旧 ｢白丁｣ に対する
国際文化論集 №44
― ―108
厳しい ｢差別や賤視｣ 故に身分解放, 人間解放が最優先される重要な問題
であったという事実が見えてきた｡ それゆえ, 大同社を含む衡平運動は,
日本の水平運動と同様に融和主義に傾いてはいたが, 民族内での差別を経



















































４. 審 査 結 果




また, ｢学位規程｣ 第24条にある ｢外国語｣ に関しては, 本論文の内容
の審査をもって試問に代え, 研究者として十分な外国語能力を有している
ことを確認した｡
よって, 申請者の徐知伶は, 博士 (比較文化学) の学位を授与されるに
相応しいという審査結果をここに報告する｡
博士論文の要旨および博士論文審査結果の要旨
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